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Introduction

ドラッカーとは？
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なぜ、
ドラッカーの叡知は
時代を超えるのか？



努力・忍耐＜自由・責任



「自分を使って

何をなしとげるか？」

今回のテーマ
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“汝自身
を知れ”ソクラテス
Know Thyself
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「個」としての自分「市民」としての自分

二人の自分



「目標」「強み」

「書きとめる」

「フィードバック」

Keyword



Chap.1

「目標」をどう考えるか？

Objectives



目標→自らに期待すること

ポイント：「廃棄」は重要な仕事の一部



「今日」書きとめて、

「明日」にフィードバックする。



「何かをすることに決めたならば、

何を期待するかをただちに書きとめておく。

9か月後、1年後に、その期待と実際の結果を照合する」
『プロフェッショナルの条件』



Changes

Chap.2

変化のための仕組み



「予期せぬこと」を利用する。



「今日」書きとめて、

「明日」にフィードバックする。



Managing Yourself

Chap.3

働き方とセルフマネジメント



強みに築きなさい。
例：聞く人か、読む人か

一人か、チームか



「成果をあげるうえで、人間の気質は、

一つの要素であり、しかも重要な要素である」
『経営者の条件』



「トップマネジメント・チームの仕事は、少なくとも四種類の人

間であることを要求する。『思考する人』『行動する人』『人間的

な人』『代表する人』である」
『マネジメント』



代表する人

思考する人

行動する人人間的な人

ゲーテとシラーの気質一覧



あなたの

気質は

何ですか？

人間的な人

代表する人

行動する人

思考する人



Total Life

Chap.4

人生をトータルで考える



セカンド・カーブを立ち上げる。チャールズ・ハンディ



「社会で培った力」×「個としての価値観」

＝第二の人生



大切なことは、

あなた自身のなかにある



「今日」書きとめて、

「明日」にフィードバックする。


